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PRESS RELEASE 

北海道から国際協力へ～隊員が各市町村を表敬～ 

北海道出身や北海道に縁のあるJICA海外協力隊14名が、2025年 12月上旬から各国へ

派遣予定です。 
派遣に先立ち、北海道 濱坂 副知事および各市町長や担当者を訪問し、派遣に向けた

抱負や決意を語ります。それぞれの経験を活かし、北海道から世界へ羽ばたく14名の声

をぜひ取材ください。 
 

 

 

 

 

【北海道より出発する 2025年度2次隊 JICA海外協力隊】 

隊員氏名 派遣国／職種 予定されている活動内容 

長谷川 健太 ペルー／学芸員 
文化財保全に関するワークショップや広報活動の

実施等 

佐藤 真悠 ガボン／幼児教育 
「遊びを通した学び」の普及・指導や教材開発・

研究授業の実施等 

中谷 美帆 ジンバブエ／デザイン 学生にデザインの基礎やソフトウェア技術を指導 

今田 海斗 ザンビア／観光 
ホテルにおける質の高いサービス提供に係る講

義・演習等 

上野 美南海 ヨルダン／環境教育 
地域の小中学校で、環境教育に関する授業やフィ

ールドワークなどの実施 

渡邊 揚 スリランカ／障害児・者支援 
教員や保護者に対して療育等の指導法の紹介や指

導を行う 

富永 愛理 
ドミニカ共和国 

／コンピューター技術 

情報セキュリティシステムの改善に関する提案や

セキュリティポリシーの策定・実施・管理等 

加藤 優月 セネガル／コミュニティ開発 
牡蠣養殖・加工を行う地元女性グループと協働し、

加工製品の品質／売上向上の支援等を行う 

渡辺 結衣莉 タジキスタン／青少年活動 
青少年や障害を有する児童や難民児童に対し、日

本語や文化の紹介等 

和氣 泰成 ソロモン／柔道 児童や国の代表選手への技術指導 

青木 美紀 モルディブ／障害児・者支援 
障害の有する児童へ実情に応じた授業を提供でき

るよう、関係者へ知識・技術の指導等 

※2025年に60周年を迎えるJICA 海外協力隊は、開発途上国や中南米地域の日系人社会からの要請に基

づいて派遣され、現地の人々と共にその国や地域の課題解決に取り組みます。派遣期間は原則2年間

で、帰国後は日本や世界でその経験を生かした活躍が期待されています。これまで世界99か国に5万人

以上の隊員を幅広い分野に派遣しています。  
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竹村 風力 ベリーズ／環境教育 
児童・学生を対象とした環境教育のイベント企画・

実施等 

大町 龍司 ドミニカ共和国／美術 
学生に対する美術の授業や地域おこしの芸術プロ

ジェクトへの参加等 

高倉 正史 ドミニカ共和国／サッカー 有望選手の発掘、選手・コーチへの指導等 

 

【表敬訪問日程】 

表敬先／面談予定者 日 時 表敬者 

帯広市 池原 副市長 11月25日(火) 9:30～9:45 長谷川 健太、佐藤 真悠 

白老町 大塩 町長 11月26日(水)  11:00～11:20 中谷 美帆 

芽室町 手島 町長 11月26日(水) 15:00～15:30 今田 海斗、上野 美南海 

江別市 後藤 市長 

佐藤 教育部長 
11月27日(木) 13:00～13:20 渡邊 揚 

清里町 古谷 町長 12月1日(月) 13:00～13:30 富永 愛理 

旭川市 

総合政策部市長室 土岐 室長 
12月2日(火) 11:00～11:15 加藤 優月、渡辺 結衣莉 

美瑛町 角和 町長 12月2日(火) 14:00～14:20 和氣 泰成 

北海道 濱坂 副知事 12月4日(木) 14:30～15:00 14名全員 

札幌市  

総務局市長室長 前田 室長 
12月5日(金) 13:30～13:50 

青木 美紀、竹村 風力 

大町 龍司、高倉 正史 

※すでに実施済みの市町村がありますことをご了解ください。 

 

  

 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA北海道(札幌） 市民参加協力課 船田 

TEL011-866-8421 e-mail：Funada-Hikari@jica.go.jp 

 


